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　太陽は、表面（光球）の温度は約6,000度であ
るが、上層大気（コロナ）の温度は100万度を超
えている。低温側から高温側へ熱エネルギーを輸
送できないため、熱以外の形態でエネルギーがコ
ロナに輸送され、そこで熱に変換される現象が起
こっていると考えられる。太陽内部では、激しい
対流運動が起こっており、この対流の運動エネル
ギーがコロナを加熱するおおもとのエネルギー源
と推定されているが、この様なエネルギーをコロ
ナへ運ぶプロセスは未だ発見されていない。これ
は、コロナ加熱問題と呼ばれ、天文学の大きな謎
の一つである。
　可視光で見た太陽には、顕著な活動が無く、黒
点が識別できるぐらいである。しかし、1991年8
月に打ち上げられたX線太陽観測衛星「ようこう」
により、コロナが予想をはるかに超えて活発に活
動し、絶えず構造が変化していること、フレア（太
陽面爆発）等のコロナでのダイナミックな現象に
おいて、磁力線再結合または磁気リコネクション
と呼ばれる磁力線のつなぎかわりが中心的な役割
を果たしていることなどが解明された。
　コロナ加熱問題等を解明することを目的とした
太陽観測衛星「ひので」は、(独)宇宙航空研究開発
機構（JAXA）と国立天文台との協力により開発
され、2006年9月に打ち上げられた。「ひので」は、
地上の約10倍の分解能（約0.2秒角）の可視光磁
場望遠鏡による太陽表面（光球・彩層）の3次元
磁場計測、「ようこう」の約3倍の解像度（約1秒角）
のX線望遠鏡によるコロナの構造・変動の観測お
よび太陽･太陽圏観測衛星「SOHO」の約10倍の
感度の極端紫外線撮像分光計によるコロナの密度・
温度・運動の観測等を行うことができ、太陽風の
発生源、彩層における小規模ジェット現象等の新
たな発見をしつつある。
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　太陽の表面の温度は約6,000度であるが、上層大気(コロナ)の温度は100万度を超えている。この事象は、
コロナ加熱問題と呼ばれ、天文学の大きな謎の一つである。コロナ加熱問題では、極めて多数の小規模爆発
現象によるとするナノフレア加熱説と太陽表面から伸びる磁力線が、太陽表面の対流運動等により揺すられる
ことで、エネルギーがコロナに運ばれ、そこで熱に変換されるとする波動加熱説の2つが有力視されている。
(独)宇宙航空研究開発機構(JAXA)と国立天文台が共同で開発した太陽観測衛星｢ひので｣により、波動加熱説
で重要な役割を果たすアルベン波の存在が確認された。2007年12月7日発行の米科学誌「Science」は、この
アルベン波に関するものを含め9編の論文が掲載された｢ひので｣特集であった。｢ひので｣の今後の観測により、
コロナ加熱問題の解明がさらに進むものと期待される。
　2007年12月7日発行の米科学誌「Science」は
「ひので」特集号であり、9編の関連論文が掲載さ
れた。前記の発見が報告されたほか、国立天文台
の岡本丈典特別共同利用研究員らが発表した論文
では、可視光磁場望遠鏡により、コロナに浮かび、
温度が1万度程度のガスのかたまり（プロミネン
ス）の運動を観測し、コロナにおいて磁力線に沿っ
て進む横波（アルベン波）が初めて発見されたこ
とが報告されている。アルベン波の存在は、太陽
表面から出る磁力線が、太陽表面の対流運動等に
よって揺すられることで、エネルギーがコロナに
運ばれ、そこで熱に変換されるという波動加熱説
を支持する。コロナ加熱問題では、極めて多数の
小規模爆発現象によるとするナノフレア加熱説も
有力である。「ひので」の今後の観測により、この
謎の解明がさらに進むものと期待される。
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